
い
て
有
効
な
施
策
で
あ
り
、
今

後
は
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
と

連
携
し
、
実
習
先
企
業
の
確
保

な
ど
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

－

市
長
公
約－

問

選
挙
公
約
と
し
て
市
長
は

数
々
の
約
束
を
し
て
当
選
し
た

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

運
行
や
中
学
校
給
食
の
実
施
、

障
害
者
福
祉
金
の
復
活
や
子
宮

が
ん
の
毎
年
無
料
検
診
な
ど
実

施
の
見
込
み
が
全
く
な
い
公
約

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
市
長

は
市
民
に
対
し
う
そ
を
つ
い
た

の
で
あ
れ
ば
そ
の
こ
と
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
う
そ
で
な
い
の
な

ら
な
ぜ
実
現
で
き
な
い
の
か
明

ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長

市
民
に
約
束
し
た
個
々

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
そ

の
成
熟
度
に
応
じ
施
策
と
し
て

具
体
化
を
図
っ
て
い
く
。

－

旧
同
和
施
策
の
終
結－

問

人
口
約
五
千
人
の
旧
同
和

地
区
内
に
は
公
的
施
設
が
集
中

し
、
職
員
数
は
計
四
百
三
十
七

人
、
人
件
費
総
額
は
二
十
六
億

円
に
上
る
。
そ
の
上
非
常
勤
嘱

託
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
配
置
さ
れ

て
い
る
。
特
別
扱
い
に
な
っ
て

い
る
旧
同
和
事
業
は
廃
止
、
縮

小
し
、
異
常
な
職
員
配
置
は
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長

国
の
特
別
対
策
は
平
成

十
四
年
に
終
了
し
た
。
�
法
や

条
例
、
公
正
公
平
の
観
点
か
ら

特
別
の
優
遇
措
置
に
な
っ
て
い

な
い
か
�
効
率
的
な
行
財
政
運

営
�
社
会
通
念
上
理
解
が
得
ら

れ
る
も
の
か
の
三
点
を
基
準
に

見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

－

改
良
住
宅
の
入
居－

問

改
良
住
宅
の
入
居
は
、
地

元
精
通
者
に
よ
る
委
員
会
で
決

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
家
賃
千

五
百
円
の
仮
設
住
宅
に
入
り
、

住
み
か
え
制
度
を
利
用
し
て
広

い
改
良
住
宅
に
入
る
こ
と
も
で

き
る
。
入
居
の
選
考
は
公
開
抽

選
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

建
築
部
長

困
窮
度
評
定
も
含

め
、
公
開
抽
選
に
よ
る
入
居
選

考
を
検
討
し
て
い
く
。

－

新
婚
世
帯
へ
の
支
援－

問

安
心
し
て
子
供
を
育
て
る

環
境
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
市

営
住
宅
に
新
婚
世
帯
向
け
の
特

別
枠
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

建
築
部
長

三
十
五
歳
以
下
の

世
帯
を
対
象
に
し
た
十
年
間
期

限
つ
き
入
居
枠
を
確
保
し
、
子

育
て
を
支
援
す
る
。

－

公
園
整
備－

問

花
園
中
央
公
園
は
多
く
の

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お

り
、
公
園
予
定
地
の
早
期
整
備

や
ト
イ
レ
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
出
て
い
る
。

公
園
設
置
や
整
備
に
際
し
、

市
民
の
要
望
を
聞
く
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長

花
園
中
央
公
園
ト

イ
レ
の
増
設
は
、
今
後
の
整
備

と
あ
わ
せ
検
討
し
て
い
く
。

市
民
の
要
望
を
聞
く
必
要
性

は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
整
備

や
管
理
の
折
に
反
映
す
る
。

市営住宅入居に新婚世帯を優先するな

ど、安心して子育てできる施策が求め

られます。

（市営高井田住宅）

－

放
置
自
転
車
対
策－

問

大
阪
外
環
状
線
鉄
道
開
通

に
伴
う
乗
り
か
え
通
路
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
策
に
つ
い
て
、
特

に
放
置
台
数
が
多
い
俊
徳
道
駅

の
放
置
自
転
車
対
策
を
示
せ
。

建
設
局
長

俊
徳
道
駅
の
自
転

車
駐
車
場
は
、
大
阪
外
環
状
線

鉄
道
高
架
下
に
計
画
し
て
お
り
、

鉄
道
利
用
者
が
安
全
に
乗
り
か

え
で
き
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
し
た
整
備
を
進
め
る
。

－

総
合
設
計
制
度
に
対
応

す
る
ま
ち
づ
く
り
指
針－

問

本
市
で
も
都
市
化
の
流
れ

を
受
け
、
総
合
設
計
制
度
に
よ

る
高
層
建
築
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
制
度
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
指
針
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
住
民
説
明
会
で
は

総
合
設
計
制
度
の
説
明
が
不
十

分
な
事
例
も
あ
り
、
業
者
へ
の

指
導
や
市
民
へ
の
周
知
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

建
築
部
長

総
合
設
計
制
度
は

公
開
空
地
を
設
け
る
こ
と
で
良

好
な
市
街
地
環
境
に
寄
与
す
る

こ
と
を
条
件
に
、
容
積
率
等
の

緩
和
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ

り
、
本
市
で
は
総
合
設
計
許
可

取
扱
要
領
を
作
成
し
、
運
用
し

て
い
る
。
今
後
は
取
扱
要
領
の

質
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
よ
う
関
係
部
局
と
協

議
す
る
。
ま
た
事
業
者
に
対
し

て
は
、
説
明
会
の
開
催
等
近
隣

住
民
と
十
分
な
協
議
を
行
う
よ

う
指
導
を
徹
底
す
る
。

－

介
護
保
険
料
減
免
制
度－

問

市
長
は
介
護
保
険
料
の
減

免
制
度
の
拡
充
を
行
う
と
述
べ

て
い
る
が
、
拡
充
に
よ
り
ど
れ

だ
け
の
高
齢
者
が
救
済
さ
れ
る

の
か
。

福
祉
部
長

拡
充
に
よ
る
減
免

措
置
は
百
三
十
件
と
な
る
。

－

国
民
健
康
保
険
制
度－

問

市
長
は
保
険
料
の
最
高
限

度
額
を
据
え
置
き
、
軽
減
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

必
要
な
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

額
を
示
せ
。
ま
た
実
際
の
保
険

料
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

一
般
会
計
か

ら
は
六
億
七
千
万
円
を
繰
り
入

れ
る
。
ま
た
一
人
当
た
り
の
平

均
保
険
料
は
前
年
度
比
で
三
千

七
百
八
十
円
引
き
上
げ
と
な
る
。

－

同
和
施
策
関
連
事
業－

問

市
長
は
旧
同
和
施
策
の
終

結
に
取
り
組
む
と
宣
言
し
た
が
、

国
の
地
域
改
善
対
策
協
議
会
で

は
、
同
和
行
政
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
答
申
が
出
て
い

る
。
こ
の
答
申
を
意
図
的
に
無

視
し
、
部
落
差
別
を
扇
動
す
る

市
長
の
見
解
は
断
じ
て
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
同
和
対
策

事
業
は
真
に
税
金
の
む
だ
遣
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

同
和
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
一
定
の
成
果
を
得
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

自
民
党
市
政
刷
新
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

代
表
質
問

上
原

賢
作

個
人
質
問

嶋
倉
久
美
子

さ
わ
や
か
な
風

個
人
質
問

松
平

要

市
政
を
革
新
す
る
会

個
人
質
問

阪
口

克
己

大
阪
外
環
状
線
鉄
道
乗
り
か
え
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
示
せ

特
別
扱
い
の
旧
同
和
事
業
終
結
に
向
け
さ
ら
に
見
直
し
を

公
園
整
備
・
市
営
住
宅
の
新
婚
世
帯
向
け
枠
確
保
で
住
み
よ
い
町
に

部
落
差
別
を
扇
動
す
る
市
長
の

言
動
は
断
じ
て
許
せ
な
い

（６）第１４８号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成１９年５月１５日


